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●表題のデータベース（以下,ＤＢ）は，昨年からβ版を静岡大学防災総合センターのサイトで公開してい
る(http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/erice/)．学会発表や学会誌（地震ii, 61, 特集号, S509-S517, 2009）
では紹介したが，本研究会ではまだ報告していなかったので，基本的なコンセプトと実際の機能をやや詳
しく説明して今後の改善のためのご意見を頂きたい． 
●このＤＢは，日本の古代・中世の地震・噴火および関連事象に関する既刊の文献史料のすべてについて
史料学的・理学的検討を加えた結果を収録し，検索の便に供しようとする全文データベースである．収録
対象期間は，便宜上，近世初期の1607年2月（慶長十二年一月）までとした．作成に際しては，次の既刊
史料集を参照した．a. 武者金吉編(1941)：増訂大日本地震史料，第1巻，文部省震災予防評議会（武者史
料），b. 東京大学地震研究所編(1981, 1982, 1989, 1993)：新収日本地震史料，第1, 2巻，補遺，続補遺，
ｃ. 宇佐美龍夫編(1998, 1999, 2002, 2005):「日本の歴史地震史料」拾遺，別巻，二，三，四ノ上．なお，
積極的な新史料収集はおこなわなかったが，既刊史料集に未掲載の史料も若干収録している． 
●ＤＢでは，一つの事象に関する情報の集合（事象レコード）は，事象番号，事象日（和暦・ユリウス暦・
グレゴリオ暦を選択可能），事象種別（地震，噴火，鳴動，その他），綱文，史料群（文献名＋史料本文
の群）から成っている．その総数は約3000である．事象の概要を示す綱文は新たに執筆した．史料群では，
文献名＋史料本文ごとに史料等級を示しており，おおむね次の基準に従ってマークを付した：Ａ. 基本史
料（同時代史料），Ｂ. 参考史料（主として近世までに成立した史料），Ｃ. 主として明治以降に書かれ
た文献，Ｄ. 史料としては使えず削除すべきもの，Ｅ. 保留史料 (未だ信頼性を確認できていない史料，継
続して検討中)．文献名の後には史料本文の確認に用いた刊本等が示してある． 
●トップページから閲覧検索画面に行くと，事象番号・事象日・種別・綱文・史料数（文献の数）からな
る一覧表が年月日順に表示される．これは，西暦年月日の範囲や任意の文字列によって選択（検索）可能
である．事象番号をクリックするか，複数事象を選択してボタンを押すと史料本文が見られるが，標準で
は，史料等級がＡとＢの史料のみ，すなわち歴史学によって史料と認められるレベルのものだけが精選さ
れて示される．史料等級がＣとＥの史料，およびそれらにしかよらない事象を見たいユーザのためには，
エキスパートモードが用意されている．ただし，このモードでは，史料の信頼性が不確実であることと，
それにもとづく事象の実在性も不確実であることに十分注意する必要がある（警告ウィンドウが現われる）．
史料等級Ｄのものは本ＤＢでは一切表示されない．標準モードの事象数は約2720である． 
●本ＤＢは，既刊地震史料集が抱える問題（内容の信頼性と活用のしにくさ）を抜本的に改善するために
実施された科学研究費補助金による学際共同研究（2003～07年度）の成果に修正を加えたものである．
まだバグや綱文の未完があって作業を継続中だが，既刊史料集の多くの不備が改善された．『大日本史料』
の体裁の全文データベースが基本的に完成したことは，歴史系諸分野にも参考になると期待される．イン
ターネットを介して関係者がデータを更新できる編集機能を備えていることも大きな特徴である．別に史
料解題データベースを作りつつあるが，将来はリンクも考えている．今後大掛かりな事業による近世地震
史料の本格的データベース化が切望されるが，それに対しても本ＤＢが基本的指針を与えるであろう． 
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